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江別市型 1号人孔

旧江別市型

2号人孔

3号人孔

4号人孔

1号人孔

2号人孔

3号人孔

4号人孔

特殊人孔

その他
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T/40(整数切上げ)
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T

人孔種類 壁厚(mm) 使用本数(本)

I型リング適用表

注 (1)各種人孔と鉄筋コンクリート管の接続箇所にI型リングを取付け、エポキシ樹脂接合材を充填する。

(2)適用管径は、800mm以下(B型管)とする。

人孔接続図(鉄筋コンクリート管)
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人孔接続図（塩化ビニール製人孔支管）
S=1:20

平面図

人孔

エポキシ樹脂接合剤

表面砂付加工

（塩ビ管用）

正面図

断面図
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本管穴明径選定表

530

410

356

304

摘要管径 コンクリート管用 塩ビ管用

φ150 - 206

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

φ450

φ500

φ600

φ700

φ800

φ900

456

586

644

760

866

1002

1120

252

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-



人孔穴明径選定表

φ150
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φ300
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φ900

布設管径
必要最小穴径

（B型管・外径） コア穴明径 余裕
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江別市型 旧江別市型
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人孔インバート設置方法
NON SCALE

１．管底差5cm未満の場合は下流側管底と上流側管底を直線にて結んだ型とする。（図１）

２．管底差5cm以上の場合は下流側管底と同一勾配に設置する。（図２）

３．管路が角度をもって接合される場合マンホールインバートの構造は下流方向に向け曲線をもって築造する。（図３）

４．インバート高さHは図４、図５による。

　　（図４、図５）

５．インバートの上部は、規定のインバート高からマンホール内壁に向けて、汚・雨水が滞留しないように１:0.1の勾配をつける。

６．インバートコンクリートの配合はC-4とする。

図1
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D

10cm以上

H=D

図2

10cm以上

図5

1:0.1

(但し最大H=50cm)
H=D/2

適用条件

・汚水管φ250以下

・（　）内はφ200の値

適用条件

・汚水管φ300以上

・雨水管
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ゴム輪受口片受直管

人孔支管

エポキシ樹脂接合剤

支管締付金具

接着受口60°曲管

副管用標準型支管

接着受口片受直管

振止金具

200×150mm

20

副管用勾配型支管
S=1:15

50

標準型



エポキシ樹脂接合剤

接着受口60°曲管

接着受口片受直管

振止金具

20

副管用勾配型支管
S=1:15

50

支管締付金具

人孔支管

ゴム輪受口片受直管

200×150mm

副管用勾配型支管

勾配型

θ

θは5°（75）以下とする。注）



副管用勾配型支管
S=1:5200×150mm

断面図

55±5 75±5
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平面図
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注）θは5°（75）以下とする。



内副管定規図（交差接合）

A-1型平面図 A-2型平面図

A-1型断面図 A-2型断面図

S=1:25

流
下

方
向

流
下

方
向

1 1

φ200×φ150、600mm≦H＜698mm φ250×φ200、600mm≦H＜946mm

番号

①

②

③

④

⑤

4

2

3

4

2

振止金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

支管締付金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

VU接着受口60°曲管

VU接着受口片受直管

副管用90°支管

注）流入管径がφ250より大きい場合は、A-2型の構造に拠るものとする。

切断加工

名称
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200

250 277

150

250
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S=1:25

φ200×φ150、600mm≦H＜698mm φ250×φ200、600mm≦H＜946mm

番号

①

②

③

④

⑤ 振止金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

支管締付金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

VU接着受口60°曲管

VU接着受口片受直管

副管用90°支管

注）流入管径がφ250より大きい場合は、A-2型の構造に拠るものとする。

名称

内副管定規図（縦断接合）

B-1型平面図 B-2型平面図

流下方向
流下方向

1 1
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2

切断加工

3

B-1型断面図 B-2型断面図
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内副管定規図（交差接合）
S=1:25

流
下

方
向

流
下

方
向

番号

①

②

③

④

⑤

VU接着受口60°曲管

VU接着受口片受直管

副管用90°支管

注）流入管径がφ250より大きい場合は、A-2型の構造に拠るものとする。

名称

200

250 277

150

2
00

2
50

C-1型平面図
φ200×φ150、698mm≦H φ250×φ200、946mm≦H

C-2型平面図

200 250

1 1

4 4250
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2
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C-1型断面図 C-2型断面図

3

切断加工

50150
200 50

5
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L1

H

L
1

H

支管締付金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

振止金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）上下流管底差1.5m以上の場合1組設置

2

5 2

5



S=1:25

番号

①

②

③

④

⑤

VU接着受口60°曲管

VU接着受口片受直管

副管用90°支管

注）流入管径がφ250より大きい場合は、A-2型の構造に拠るものとする。

名称

内副管定規図（縦断接合）

流下方向
流下方向
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D-2型平面図
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支管締付金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）

振止金具30×3（SUS304、ボルト、ナットを含む）上下流管底差1.5mごとに1組設置
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S=1:30

江別市型1号人孔標準図

1号直管

斜壁

調整リング

調整モルタル

鉄蓋

耐震連結プレート

耐震連結プレート

再生骨材0-80

1号底板

1号管取付壁

耐震連結プレート

11
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1
00

3
00

1
5
0

2
00

1
0～

50

H
2

H1

1
00

3
00

30
0

30
0

1,070

1,300

注）1.マンホールは原則図面左側を道路中心方向とし設置する。また、蓋は図面右側が開閉方向となるよう設置する。

　ただし、交差点内に設置する場合等については、周辺状況を勘案し決定する。

2.調整モルタル高は3cmを標準とし、1～5cmの範囲で調整を行う。

開閉方向

3.調整リング、斜壁、直管、丁板、取付壁、底板の目地部には直管ゴム・リングを設置すること。
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部材の組合せ型式

規格・寸法

品名

人孔高(H1)

直管高(H2)

鉄枠(受枠含) φ600×H110

調整モルタル H10～50

調整リング φ600×H100

斜壁 φ600×H300

直壁 φ900×H300

φ900×H600

φ900×H900

φ900×H1200

φ900×H1500

φ900×H1800

φ900×H2100

φ900×H2400

管取付壁 φ900×H600

φ900×H750

φ900×H900

φ900×H1050

φ900×H1200

φ900×H1500

φ900×H1800

φ900×H2100

φ900×H2400

底版 φ1070×H150

足掛金物

(m)

(組)

(個)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(個)

(m)

単位

江別市型1号人孔使用資材一覧表



斜壁

調整リング

調整モルタル

鉄蓋

2号頂板

2号直管

1号直壁

2号底板

2号管取付壁

1号直管

耐震連結プレート

耐震連結プレート

耐震連結プレート

耐震連結プレート

耐震連結プレート

耐震連結プレート

再生骨材0-80

90083 83

100 1001,200

1
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0
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3
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H
1

江別市型2号人孔標準図
S=1:30

注）1.マンホールは原則図面左側を道路中心方向とし設置する。また、蓋は図面右側が開閉方向となるよう設置する。

　ただし、交差点内に設置する場合等については、周辺状況を勘案し決定する。

2.調整モルタル高は3cmを標準とし、1～5cmの範囲で調整を行う。

開閉方向

3.調整リング、斜壁、直管、丁板、取付壁、底板の目地部には直管ゴム・リングを設置すること。



江別市型2号人孔使用資材一覧表

1

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R

型式

規格・寸法

品名

人孔高(H1)

直管高(H2) (m)

(m)

単位

鉄枠(受枠含) φ600×H110

調整モルタル H10～50

(組)

(m)直管高(H3)

4.984.83

2.70

4.684.534.384.234.083.933.783.633.48

2.852.702.852.702.852.702.852.702.552.40

3.33

1.95

3.183.032.882.582.281.98

0.30

2.101.951.801.501.200.90
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1
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1
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1

1

1
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1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 2 2

1 1

1 1

1

222

1

22

111

11

1

1

1

1

1

1 1 1 1 1 1

11 1 1 1 1 1

111111111111111111

4 5 6 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 13 13 14 14

111111111111111111

部材の組合せ

調整リング φ600×H100

斜壁 φ600×H300

直壁 φ900×H300

φ900×H600

φ900×H900

φ900×H1200

頂板 φ1200×H250

φ1200×H600

φ1200×H900

直壁

管取付壁 φ1200×H900

φ1200×H1950

φ1200×H1200

φ1200×H1500

φ1200×H1800

底版

足掛金物

φ1400×H150

(個)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(個)

0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.300.60 0.900.60 0.60 0.90 1.20 1.20 1.50



3号管取付壁

3号底板

再生骨材0-80

耐震連結プレート

耐震連結プレート

耐震連結プレート

3号頂板

3号直管

1号直壁

耐震連結プレート

耐震連結プレート

1号直管

耐震連結プレート

斜壁

調整リング

調整モルタル

鉄蓋
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江別市型3号人孔標準図
S=1:30

1.マンホールは原則図面左側を道路中心方向とし設置する。また、蓋は図面右側が開閉方向となるよう設置する。

　ただし、交差点内に設置する場合等については、周辺状況を勘案し決定する。

注）

1,750

2,000

開閉方向

2.調整モルタル高は3cmを標準とし、1～5cmの範囲で調整を行う。

3.調整リング、斜壁、直管、丁板、取付壁、底板の目地部には直管ゴム・リングを設置すること。



江別市型3号人孔使用資材一覧表

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R

型式

規格・寸法

品名

人孔高(H1)

直管高(H2) (m)

(m)

単位

鉄枠(受枠含) φ600×H110 (組)

(個)

(m)直管高(H3)

(個)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)
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(本)
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φ1500×H900
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φ1500×H1500
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底版

足掛金物

φ1500×H250

φ1500×H900

φ1500×H600

φ1500×H1950

φ1750×H250
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江別市型4号人孔標準図
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1.マンホールは原則図面左側を道路中心方向とし設置する。また、蓋は図面右側が開閉方向となるよう設置する。

　ただし、交差点内に設置する場合等については、周辺状況を勘案し決定する。

2.調整モルタル高は3cmを標準とし、1～5cmの範囲で調整を行う。

注）

2,100

2,300

3.調整リング、斜壁、直管、丁板、取付壁、底板の目地部には直管ゴム・リングを設置すること。



江別市型4号人孔使用資材一覧表

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R

型式

規格・寸法

品名

人孔高(H1)

直管高(H2) (m)

(m)

単位

鉄枠(受枠含) φ600×H110 (組)

(個)

(m)直管高(H3)

(個)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)
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(本)

(個)
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調整リング
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直壁

管取付壁

φ900×H300
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φ600×H100

φ600×H300

直壁

頂板

底版

足掛金物

φ1800×H250

φ1800×H600

φ1800×H900

φ1800×H900

φ1800×H1200

φ1800×H1500

φ1800×H1800

φ1800×H1950

φ2100×H250
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2.10 1.95 2.40 2.55 2.70 2.85 2.70 2.85 2.70 2.85 2.70 2.85 2.70 2.70 2.70

5.13 5.28
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旧江別市型1号人孔使用資材一覧表

品名

型式
規格・寸法

(m3)

(個)

(個)

(組)

(m)

(m)

(m)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

(m)

A B C D E F G H I J単位

1.60 1.90 2.20 2.50 2.80 3.10 3.40 3.70 4.00 4.30

4.293.993.693.393.092.792.492.191.891.59
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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ものとし、その強度は下記のとおりとする。

直管の製造方法は、JIS A 5303（遠心力鉄筋コンクリート管）又はJIS A 5332（ロール転圧鉄筋コンクリート管）に準ずる

ひび割れ荷重直管内径（mm）

φ900

（kgf/m）｛ｋN/m｝

（2,600）｛25.50｝以上

FCD600以上

人孔呼び高（H）

鉄蓋（受枠含）

調整リング

スラブ

直管

人孔ベース

直管ゴムリング

足掛金物

基礎工

人孔高（h1）

直管高（h2）

足掛金物高（h3）

φ600×100以上　

φ1100×190　RC-1

φ900×H 300

φ900×H 600

φ900×H 900

φ900×H1200

φ900×H1800

φ900×H1500

φ900×H2100

φ900×H2400

φ1500×200　RC-1

φ900用

材料・厚さは別途指定
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品名

型式
規格・寸法

(m)

(m)

(m)

単位

ものとし、その強度は下記のとおりとする。

直管の製造方法は、JIS A 5303（遠心力鉄筋コンクリート管）又はJIS A 5332（ロール転圧鉄筋コンクリート管）に準ずる

ひび割れ荷重直管内径（mm） （kgf/m）｛ｋN/m｝

人孔呼び高（H）

人孔高（h1）

直管高（h2）

旧江別市型2号人孔使用資材一覧表

φ1200 （3,000）｛29.42｝以上
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調整リング

スラブ

直管

直管ゴムリング

足掛金物

基礎工

φ600×100以上　

φ1100×190　RC-1

φ900×H 300

φ900×H 600

φ900×H 900

(m)直管高（h3）

足掛金物高（h4）

スラブ

直管

(個)人孔ベース

(本)直管ゴムリング φ900用

A B C-23 D-1 E-29 F-32 G-37 I-42

1.90 2.40 2.70 3.00 3.30 3.80 4.30

4.293.793.292.992.692.391.89

0.30 0.30 0.60 0.90 1.20 1.20 1.20

2.502.001.501.501.501.501.00

1.50 1.80 2.10 2.40 2.70 3.30 3.60

6 7 8 9 10 12 13

3

32

2

2

2 2 2 2 2

3 3 3 3

1

1

1

1

1

1 1 1

11

1 1 1 1

1

1 1 1 1 1 1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

12

1 1 1 1 1 1 1

1

φ900用

φ1500用

φ1724×200 RC-1

φ1500×H1000

φ1500×H1500

φ1500×H2000

φ2000×200　RC-1

φ1500用

材料・厚さは別途指定
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ものとし、その強度は下記のとおりとする。

直管の製造方法は、JIS A 5303（遠心力鉄筋コンクリート管）又はJIS A 5332（ロール転圧鉄筋コンクリート管）に準ずる

ひび割れ荷重直管内径（mm） （kgf/m）｛ｋN/m｝

旧江別市型3号人孔使用資材一覧表

φ1500 （3,400）｛33.35｝以上

品名

型式
規格・寸法

(m)

(m)

(m)

単位

人孔呼び高（H）

人孔高（h1）

直管高（h2）

(個)

(組)

(m)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

FCD600以上鉄蓋（受枠含）

調整リング

スラブ

直管

φ600×100以上　

φ1100×190　RC-1

φ900×H 300

φ900×H 600

φ900×H 900

(m)直管高（h3）

足掛金物高（h4）

スラブ

A B C-23 D-1 E-29 F-32 G-37 I-42 J-47 K-52 K-59 K-64 L-69 L-76

1.90 2.40 2.70 3.00 3.30 3.80 4.30 4.80 5.30 6.00 6.50 7.00 7.70

1.89 2.39 2.69 2.99 3.29 3.79 4.29 4.79 5.29 5.99 6.49 6.99 7.69

1.200.30

1.00

1.50

0.30

1.50

1.80

0.60

1.50

2.10

0.90

1.50

2.40

1.20

1.50

2.70

1.20

2.00

3.30

1.20

2.50

3.60

1.20

3.00

4.10

1.20

3.50

4.60

1.20

4.00

5.30

1.20

4.50

5.80

1.20

5.00

6.30

5.50

7.00

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2

1 1 1 2

111

1 1 1 1

1

1 1

1

1

1 1

122

2 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 3

2

6 7

3 4 5 6

8 9 10 12 13 15 16 18 20 22 24

2

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 5

3

φ900用

φ1500用

(m3)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

直管ゴムリング

足掛金物

基礎工

直管

(個)人孔ベース

(本)直管ゴムリング φ900用

(本)中段スラブ

φ1724×200 RC-1

φ1724×200 RC-1

φ1500×H1000

φ1500×H1500

φ1500×H2000

φ2000×200　RC-1

φ1500用

材料・厚さは別途指定
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ものとし、その強度は下記のとおりとする。

直管の製造方法は、JIS A 5303（遠心力鉄筋コンクリート管）又はJIS A 5332（ロール転圧鉄筋コンクリート管）に準ずる

ひび割れ荷重直管内径（mm） （kgf/m）｛ｋN/m｝

品名

型式
規格・寸法

(m)

(m)

(m)

単位

人孔呼び高（H）

人孔高（h1）

直管高（h2）

(個)

(組)

(m)

(個)

(本)

(本)

(本)

(本)

FCD600以上鉄蓋（受枠含）

調整リング

スラブ

直管

φ600×100以上　

φ1100×190　RC-1

φ900×H 300

φ900×H 600

φ900×H 900

(m)直管高（h3）

足掛金物高（h4）

スラブ

φ900用

(m3)

(本)

(本)

(本)

(本)

(本)

直管ゴムリング

足掛金物

基礎工

直管

(個)人孔ベース

(本)直管ゴムリング φ900用

(本)中段スラブ

材料・厚さは別途指定

旧江別市型4号人孔使用資材一覧表

φ1800 （3,800）｛37.27｝以上

φ1800用

φ2100×200 RC-1

φ2100×200 RC-1

φ1800×H1000

φ1800×H1500

φ1800×H2000

φ2400×200　RC-1

φ1800用

A B C-23 D-1 E-29 F-32 G-37 I-42 J-47 K-52 K-59 K-64 L-69 L-76

1.90

1.89

0.30

1.00

1.50

2.40

2.39

0.30

1.50

1.80 2.10

1.50

0.60

2.69

2.70 3.00

2.99

0.90

1.50

2.40 2.70

1.50

1.20

3.29

3.30 3.80

3.79

1.20

2.00

3.30

4.30

4.29

1.20

2.50

3.60

4.80

4.79

1.20

3.00

4.10

5.30

5.29

1.20

3.50

4.60

6.00 6.50 7.00 7.70

5.99 6.49 6.99 7.69

1.20

4.00

5.30

1.20

4.50

5.80

1.20

5.00

6.30

1.20

5.50

7.00

6 7 8 9 10 11 13 15 16 21 23 25 27

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

2

2

22

2

1 1 1

1

1

1 1

1

1

11

1

1

1111

1

2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 3 3 3 4 5 5 6



旧江別市型人孔組合せ図
S=1:3
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人孔組合せ部寸法表



A部詳細図、B部詳細図

A部詳細図

B部詳細図

S=1:2

直管ゴム・リング

エポキシ樹脂接合剤

注）直管ゴム・リング使用の際は、エポキシ樹脂接合剤は不要。
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直管ゴム・リング



S=1:2

C部詳細図

D部詳細図
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φ900

直管ゴム・リング
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C部詳細図、D部詳細図



S=1:2

E部詳細図

F部詳細図
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E部詳細図、F部詳細図



S=1:2

G部詳細図、H部詳細図

G部詳細図

H部詳細図
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I部詳細図
S=1:5
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断面図

平面図

旧江別市型1号人孔スラブ
S=1:30
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平面図

断面図

旧江別市型3号人孔中段スラブ
S=1:30
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290

S=1:30

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

断面図

旧江別市型1号人孔スラブ配筋図

平面図

リング・ダイヤ筋共にD13
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平面図

S=1:30

断面図

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

リング筋共にD13

旧江別市型1号人孔ベース配筋図
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10

平面図

S=1:30

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

断面図

旧江別市型2号人孔スラブ配筋図
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平面図

S=1:30

断面図

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

旧江別市型2号人孔ベース配筋図
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平面図

S=1:30

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

旧江別市型3号人孔スラブ配筋図

断面図
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平面図

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。

旧江別市型3号人孔中段スラブ配筋図
S=1:30
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旧江別市型3号人孔ベース配筋図

平面図

S=1:30

断面図

使用材一覧表

使用材

鉄筋

コンクリート

摘要

SD345

RC-1

注）上記の配筋図は標準型人孔に適用するもので、これ以外の場合は特記仕様によるものとする。
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S=1:10

防護桝蓋

防護桝上部

防護桝下部

防護桝台石

コンクリート台石
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塩ビ製小型マンホール



鋳鉄防護桝（部品図）

防護桝上部断面図

汚 水

防護桝蓋平面図
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防護桝蓋断面図
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1
0

7
5

230

240

356

440

S=1:10

7

33

防護桝台石平面図防護桝下部断面図



公共下水道

人孔鉄蓋・鉄枠（T-25）
S=1:10

鉄枠平面図

断面図
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公共下水道

鉄枠平面図

断面図

鉄蓋平面図
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カバー
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蝶番ビン

鍵

材質
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FCD450

ポリプラスチック

汚水は袋状バール穴

雨水は貫通バール穴

2箇所

携帯梯子用穴

ステップ

フリクションテーパー部

アンカー用穴
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FCD700

T-25
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600

蓋裏面表示詳細図
NON SCALE

注）表示は、材質、耐荷重、製造年を示す。
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断熱蓋
S=1/10

平面図
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芯材（発泡ポリエチレン）

表面防水被覆（ウレタン樹脂）

ベルトA（取付ベルト）　L=1400

平座金（樹脂製・ベルト補強座金）　50×50　t=2.0

プラスチックバックル

注意文字「注意のるな」

部品名
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流下方向

平面図
DB

C

E

A

断面図

D

F

飛散防止板

F

D

A

BC C

飛散防止板正面図

アンカー止め

点検扉
点検扉

注）1.副管を設置する箇所で内副管とすると人孔内が狭くなる場合に、飛散防止板の設置を検討する。

2.各種寸法は別途設計書や協議により定める。

飛散防止板
S=1:25


